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１ はじめに：流動化する社会のなかの住まい 

	 社会構造の転換（人口減少、少子高齢化など）や自然

災害、外的な開発圧力などを背景として不確実性、流動

性が高まる現代の地域・社会において、住まいはどのよ

うに変わりゆくのか、また、住まいの未来・将来はどの

ように描けるのか。多くの建築・都市系研究者と同じく

私もまた、この課題について考え、特に「再定住」

（Resettlement）という視点から研究している。 
「再定住」とは、“何らかの外的要因により住まいを失

った人々が、元の場所での居住の継続に必ずしもとらわ

れず、新たな安定的状態を求めて生活を再構築する過程”

と捉えている。そして、「再定住社会」（Resettlement Society）
とは、一言で言うと、“住まいの選択可能性が高い社会”

である。もう少し詳しく言うと、“（災害被災者を含む）

社会的弱者が、それぞれの生活の落ち着きどころに身を

置くことを社会的にサポートする仕組みが備わった社会”

である。少なくともわが国で「再定住社会」は到来して

いない。むしろ、近年の災害復興の経験や社会格差の拡

大を通じて、既存の社会システムの矛盾や限界、硬直性

を私たちは目の当たりにしているのではないだろうか。 
今こそ、「再定住社会」のデザインに向けて真剣に議論

したい。そのためには、後述するように、これまでの住

宅計画学（住居、住み方とそれを支える仕組み）、住宅政

策学（住まいの供給に関わる法・制度）に通底してきた、

「ものの見方」についても多様な視点から疑問を投げか

け、問い直さなければならないだろう。 

２「再定住」という研究テーマとの出会い 

	 私が研究の世界に引き込まれたのは、海外のフィール

ドで抱いた、いくつかの素朴な疑問、違和感がきっかけ

であった。大学院修士課程在籍時、当時の指導教員であ

った布野修司先生、モラトゥワ大学建築学部教授サミタ・

マナワドゥ先生にご縁をいただき、2004年インド洋津波
後のスリランカでフィールドワークに飛び込んだ。甚大

な津波被害を受け、スリランカでは再定住地と呼ばれる

復興住宅地が海外からの援助をもと大量に建設されてい

た。その多くは内陸の利便性が低い立地にあり、訪れて

みると竣工・入居開始からわずか数ヶ月で放棄され、「空

き家」となった復興住宅が目立っていた（図１）。この「空

き家」問題が第一の疑問であった。被災者には所得の不

安定な漁業世帯が多く、彼らは内陸へ移動すると生活の

継続が困難になる。このことが空き家発生の主な要因で

ある。被災漁業世帯の“強制移住”を伴う復興政策には

当時、各所から批判の声が挙がっており、私もそれらの

声には概ね同意していた。一方で、再定住地の中には、

結果的にではあるが、“成功”（居住が継続している）と

捉えられる計画も含まれていた。そのような質の違いを

等閑視して再定住地を一概に否定することにも違和感が

あった。また、漁業従事者とその家族は被災後の住まい

の決定に際して様々な葛藤や複雑な心情を抱いているこ

とを私は見聞きしていた注１）（このことも私が、「元の場

所での再建」のみを是とせず、「再定住」に拘った理由で

もあった）。このような素朴な疑問や違和感から、再定住

地の“成否”を隔てる要因について分析・理解したいと

思ったことが研究の出発点であった。 

図図 1 再再定定住住地地のの住住宅宅（（左左：：入入居居直直後後、、右右：：数数ヶヶ月月後後）） 

３ インド洋津波後の再定住の現場が問いかけること 

このような考えのもと、様々な地理的・物理的制約が

ありながらも“成功”（居住が継続）していると捉えられ

る再定住地の事例に着目し、その特徴と“成功の秘訣”

を探ることにした。スリランカの復興の現場から学んだ
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ことは沢山あるが、最も印象深く、今でも自分の研究の

“核”となっているのは、コミュニティのつながりが持

つ力である。スリランカの場合、それは情緒的なつなが

りと言うよりは、より直接的に「生存」につながる経済

的なつながりであった。スリランカのような国では平時

から政府・市場の機能がしばしば不在である。その裏返

しとして、共同体が政府・市場の機能をしばしば補完し

ており、現代の日本ではなかなか実感しづらいコミュニ

ティの存在と力を肌で感じることができた。具体的に言

うと、再定住地において被災者の生活の安定化を目的と

して導入されたマイクロクレジット注２）（Micro Credit ;
MC）という仕組みに着目し、その経済的効果（MCの融
資を利用した生活の安定化と仕事の継続・開始）（図 2）
や社会的効果（MC のグループの関係を介した、地縁・
血縁などの既存の社会関係の継承・再編）（図 3）につい
て分析した。また、MC が有効に作用するための再定住
地の物的・空間的条件（立地計画、住宅まわりの空間設

計など）について探った。被災地や現地再建と比べ、再

定住地の完成後の動向は現地でも関心が高いとは言えな

い。しかし、再定住地も復興の一つの選択肢として位置

づけたいという思いから、私の研究はその中でも稀少な

“成功”事例に注視したのであった。これらの分析を通

じて、再定住地の“成功”条件がみえてきたので、博士

論文ではそれらの知見をまとめ、さらに、「津波災害後の

再定住計画の原則」を提言としてまとめたのであった注３）。 

図図 2  MCをを活活用用ししたた住住宅宅ままわわりりのの生生計計手手段段創創出出のの例例 

図図 3 MCをを介介ししたた社社会会関関係係のの継継続続・・再再編編分分析析のの例例 

	 ところが、博士論文完成後、数年ぶりに現地を訪れて

みると再定住地の状況は一変していた。再定住地の屋外

共用空間（街路、広場など）には草木が生い茂り、まる

で周辺のジャングルに飲み込まれたかのようであった

（図 4）。また、集会室、貸店舗といった共用施設も放置
され、近所の犬が住みつくなど荒廃していた。再定住地

に何が起きたのか。この、再定住地の「ジャングル化」

が第二の疑問となった。博士論文を書き上げ、再定住地

のコミュニティについてある程度理解したつもりでいた

が、その光景をみて驚き、コミュニティというものがま

たわからなくなってしまった。この再定住地では実は、

NGO や行政といった支援主体が被災から一定期間が経
過して撤退し、彼らがサポートしていたマイクロクレジ

ットの運営や共用空間の維持管理が放棄されたのであっ

た。一方で、住民間のインフォーマルな空間利用や住宅

取引は活性化しており、皮肉なことに支援が撤退したこ

とでコミュニティ本来の活力が復活したのであった。こ

のような出来事から、地域・社会のダイナミズム、複雑

な生態を踏まえた計画論の必要性を痛感したのであった。 

図図 4 再再定定住住地地のの「「ジジャャンンググルル化化」」（（左左：：2008年年、、右右：：2013年年）） 

４ 再定住とレジリエンス、建築計画の役割 

	 建築計画学には様々な定義があるが、近年、その領域

は拡張されつつある。そのこともあり、私は建築計画学

を、哲学・科学・実学といった複数の学問的態度を伴う

“人と環境の関わりのデザイン／マネジメント”と広く

捉えている。すなわち、人と環境の関わりの多彩な質を

問い（哲学）、社会にとって必要な空間・場所や関係性を

明らかにし（科学）、そして、そのデザイン的な実現手段

について提起する（実学）。ここでいう環境は、物的環境

だけでなく地縁や血縁等といった社会関係を含む社会的

環境をも意味する（図 5）。建築計画学は、個人と物的環
境の関わりに対して何らかの建築的介入（建設、所有、

利用、管理）を伴う。その際、個人と社会的環境の関わ

りを主に扱う領域（まちづくり、ソーシャルデザイン等）

との連携が不可欠である。物的環境と社会的環境は相互

に影響しあっており、それらは時として分かちがたいも

のだからである（社会関係の空間化、空間の社会的創出）。 
	 こういった、“社会関係からみた建築計画”という視点

は、災害後の再定住について研究する中で着想したが、

平時の建築計画やまちづくりにおいても重要である。冒

頭で述べた「再定住」、および「再定住社会」といった捉

え方は、近年注目されているレジリエンス（Resilience；
回復力。あるシステムが危機や変化を乗り越えて新たな
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状態を含めて安定状態を獲得する力）とも符合する。再

定住社会とはすなわち、平時から住まいの獲得に関する

リソースが多様性（Diversity）と冗長性（Redundancy）を
備えた、レジリエンスが高い社会である。そして、災害

復興と社会関係資本（Social Capital）の関係についての研
究３）が示すように、社会関係はインフラ・建築といった

物的資本と同様かそれ以上に、レジリエンスの源である。 

図図 5 社社会会的的環環境境のの視視点点をを踏踏ままええたた建建築築計計画画 

	 また、建築計画における平時と非常時の関係について

考える余地は大きい。「非常時の対応には平時からの備え

が重要である」とよく言われる。そのような平時と非常

時を連続的に捉える態度は基本的に正しいが、それだけ

では不十分である。すなわち、非常時には良くも悪くも、

平時にはあり得そうもないことがしばしば起きる。この

ことは人文・社会科学の研究でも指摘されてきた（災害

ユートピア論４）、Disaster Capitalism論５）等）。非常時（特
に災害直後から数ヶ月間）の社会は、平時の社会とは不

連続な、「異文化」、「特殊な社会」であるという議論であ

る。このような時間の関係性（平時と非常時）に空間（従

前居住地と再定住地）の連続・非連続性の視点を加え、

再定住という現象を横断的な視点から捉える（図 6）。持
続可能性（Sustainability）は社会に対して静的な見方（単
一の安定状態）を採用する。それに対して、再定住、お

よびレジリエンスは動的な見方（複数の安定状態を揺れ

動きながらも持続する）であり、両者は相互に補完する。

上述した時間・空間を横断的な視点が、このような地域・

社会の流動と安定を理解する手掛かりとなる。 

図図 6 平平時時-非非常常時時のの視視点点をを踏踏ままええたた再再定定住住計計画画 

５ 東日本大震災後の再定住への研究の展開 

	 東日本大震災が発生したのはちょうど、私がインド洋

津波後の再定住に関する博士論文執筆の詰めの段階で悩

んでいた時のことであった。テレビで目の当たりにした、

日本の見慣れた住宅地の風景が津波に飲み込まれる様は

とにかくショッキングであった。博士課程からの指導教

員である髙田光雄先生から頂いた「この状況に対して君

の研究が役に立つことは何か」という言葉も後押しとな

り、京都で悶々としているぐらいならまずは現地に行っ

てみよう、という気持ちで東北の被災地に向かった。博

士論文提出延期の手続きを行い、震災直後から支援活動

を行っていた知人（NPO法人アプカス）を頼り、彼らの
活動に参加した。その中で、ある被災コミュニティ（気

仙沼市本吉町）の人々と縁をいただき、彼らとNPOとの
話し合いの末、仮設住宅住環境改善支援プロジェクトを

立ち上げることになり、私はプロジェクトの現地コーデ

ィネータをつとめた。初めての経験の連続で、戸惑うこ

とばかりであったが、協働したNPOの知人（石川直人氏、
伊藤俊介氏）や関西の建築関係者（京都工繊大・阪田弘

一先生、明石高専・平石年弘先生ほか）の助けもあり、

何とか役目を果たすと、その後は京都に一旦戻って博士

論文の執筆を再開した。短い滞在期間ではあったが、被

災地の感覚を肌で感じられたことで、それまで執筆で悩

んでいたことにある種の“踏ん切り”がつき、何とか論

文を仕上げることができた。また、仮設住宅住環境改善

プロジェクトは当初は純粋に支援の実践として始めたも

のであったが、活動の中で支援―被支援間の関係性やセ

ルフビルド技術の可能性に気がつき、その後、研究とし

ても展開することになった。思いがけず、いわゆる「実

践的研究」を遂行する機会を得たのであった。 
	 東日本大震災関連ではその後、いくつかの研究プロジ

ェクトに関わる機会を得た。また、学会の活動として復

興の取り組みに関わる機会も得た注４）。東日本大震災の影

響はきわめて広範かつ複雑であり、その全体像を捉える

ことさえ困難である。それゆえに、復興住政策のベース

となる平時の住宅政策や非常時の法制度の全体像を点検

する契機や研究者間の協働が生まれている。 
	 東日本大震災後の再定住に関しては、長期避難者（主

に福島からの避難者）の住宅選択行動の調査や、集団移

転地区における住生活再建について調査を行ってきた。

インド洋津波と東日本大震災では状況が大きく異なるが、

それでも、関係性の変化の分析など、再定住の研究の方

法論については応用できることが少なくない（図 7、図
8）。一方で、東日本大震災被災地の研究では、経済的な
つながりに加えて、社会的・心理的なつながりがより重

要な意味を持ち、多層的なコミュニティの捉え方が必要

である。例えば、被災地でいち早く完成した大規模集団

移転地区である岩沼市玉浦西地区では、住まい再建の決

断は、個人の問題というより、家族・親族や地域コミュ

ニティの動向と深く関わっている。調査の結果、地区全

体としてみると住宅地計画上の配慮もあり、従前の家族

関係や近隣関係が保全されており、懸念されていた環境

移行の問題が緩和されていた。このこと自体は基本的に

良いことである。ただ、被災者（特に女性や若年世代）

に個別にインタビューしてみると、上記のような関係性

の保全は、必ずしも居住者が積極的に選び取った結果ば

かりではないことに気がつく。農村地域特有の異世代の
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同居慣行や集団への同調によって個人の自由な意思が抑

圧されるケースがそれである。震災前、仙台市の通勤圏

拡大に伴う核家族化や離農・サラリーマン化といった変

化を背景として、上述のような関係は徐々に薄れる方向

にあったが、災害を契機としてそのような変化が緩和さ

れ、固定化したという捉え方もできる。個々人にとって

の“幸せ”（住まいの自由な選択）を考えたとき、関係性

に関わる居住支援策が本当に妥当であるか、非常に難し

い問題である。さらに、福島の状況は、より一層困難で

ある。原子力災害の影響により、本来であれば一体的に

進むべき、「個人の生活再建」と「地域の再生」がバラバ

ラにならざるを得ず、被災者は孤独な決断を強いられ続

けている。 

図図 7 避避難難過過程程ににおおけけるる住住ままいいとと同同居居世世帯帯のの変変化化のの分分析析のの例例 

図図 8 避避難難過過程程ににおおけけるる住住みみ方方のの変変化化のの分分析析のの例例 

６ 再定住社会のデザインに向けた展望 

	 博士課程修了後、大学で研究員、教員として研究をつ

づけていると、関心が多方面に渡り、研究内容がついつ

い拡散しがちになる。一方で、本稿では紹介しきれなか

った、既存ストック再生手法やまちづくり支援技術開発

といった研究も、既存の住宅・地域に人々がどのように

して再び住むか、また、そのための社会的サポートをど

のように拡充するか、という意味では広く「再定住」の

研究として捉えられる。ここでは、これまでの経験を踏

まえ、再定住社会のデザインにむけて必要と思われる、

いくつかの「転換」について自分なりの考えを述べる。 

（１）視点の転換：標準から多様、そして均衡へ

初期（戦中〜戦後）の住宅計画学では、単一の解、す

なわち平面・供給計画の「標準」を示すことが、住宅政

策の目標（居住水準の向上、住宅の量的充足）と合致し

ていた。しかし、その目標が達成されると次第に計画の

硬直性が疑問視されはじめる。戦後から高度経済成長期

を経て、住宅の「質」や住居・住環境の「多様性」を問

う枠組み（環境行動論、ハウジング論）のもと研究が展

開され、わが国の居住文化の再生・育成に大きく貢献し

てきた。一方で、現在、戦後のわが国で形成された価値

観（例えば持ち家、核家族など）が揺らぎ、個々の営み

（住宅計画）と社会正義（住宅政策）の関係が陳腐化・

不透明化している。設計者・計画者が誰のために何をや

っているのか、ますますわかりづらい時代になってきた

とも言える。多様な価値が先人の多大な努力もあり蓄積

されたからこそ、現場でそれらが衝突し、様々な社会的

葛藤（Social Conflict）とともに住まいの硬直化を生んで
いる。「多様であること」の負の側面である「社会的葛藤」

を超えて、住まいの均衡点（どこに住むか、どのように

住むか）を見出すこと。さらに、これまでの建築計画学

の議論を踏まえ個人と社会の関係を再構築する視点（図

9）、平時と非常時の関係を踏まえ多様な住まいの選択肢
を拡充する視点（図 10）から、一つの均衡点ではなく、
複数の均衡点を見出し、社会の流動性・柔軟性を回復す

ること。これを空間・制度デザイン的に解決する視点・

枠組みが研究に求められていると感じる。 

図図 9 建建築築計計画画学学ににおおけけるる人人とと環環境境のの関関わわりりのの捉捉ええ方方のの変変遷遷 

図図 10 平平時時-非非常常時時のの視視点点をを踏踏ままええたた再再定定住住のの選選択択肢肢のの拡拡充充 

	 具体的な例を挙げると、仮設住宅における住環境改善

支援の受け入れをめぐる協調問題（多くの住人が支援に

参加しないと全体の効率・効用が低下し参加のモチベー

ションが維持されない）、京都の町家街区における住環境

運営をめぐるフリーライド問題（恩恵を享受するだけで

運営に参加しない住人の存在によって一部の住人に負担

が集中し、存続が困難となる）などがある。これらの問
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題はいずれも住まいをめぐる社会的葛藤の例であるが、

住宅計画上の工夫（住戸まわりの空間の設計、住宅地・

街区内の建物配置など）やその運営の仕方によって解決

の余地はあると感じる。 
	 また、民間賃貸住宅市場を前提とした住宅供給施策（空

き家流通、みなし仮設など）が、そもそも市場が存在し

ない地方部や、共同体の価値観が市場に優先される伝統

市街地では機能しないという問題。これらは住まいの供

給を担う主体システムの問題（公共私の役割分担・連携

論）としてハウジング論６）７）８）において早くから議論さ

れてきた。地方の時代、ストック型社会と言われる現代

において、既往の議論に地域性・地方性という視点を加

えた、「ハウジングの地理学・生態学」とでも呼べる議論

を展開することは有意義であると感じる。 
（２）方法の継承・発展：リアリティとの対話と理論化

計画学の方法論についてこれまで、「科学」と「技術」、

「問題発見」と「課題解決」など様々な側面から論じら

れ、体系化されてきた。初期の建築（住宅）計画学で確

立された、住み方調査・使われ方調査に代表される、実

用的目的→生活（利用）実態の研究→法則性の解明→実

用的手段の提案といった枠組みは現代においても変わら

ず有効である。しかし、社会問題の一定の解決や複雑化

に伴い、研究の前提となる課題（実用的目的）が必ずし

も所与ではなくなった。これは、計画学を妥当化してい

た“リアリティ”の喪失を意味する重大な出来事であっ

たと想像される。計画学の目的設定そのものに何らかの

手続きが必要となり、「目的設定に先行する研究」、「目的

設定と同時遂行の手段」といった枠組みが見出される。

特に後者は、実験的研究や実践的研究として洗練され今

や建築計画やまちづくりの研究現場で定着している。 
計画学の研究方法論は時代が変わっても有効であり続

ける。あえて付け加えて言うならば、その本質は計画を

妥当化する“リアリティ”を失わない、ということに尽

きる。私自身は一貫してフィールド、すなわち実在の建

築・地域を相手にリアリティとの対話を行ってきた。そ

の中で感じるのはまず、情報技術がますます進化する中

でリアリティの意味も変容しており、それに計画学はど

のように応答するのか、という点である。また、社会全

体と計画学の接続が見出しにくい中で、いかに個別のフ

ィールドに埋没することなく横断的な議論を展開し、研

究成果を理論化・共有知化するのかという点である。 

７ おわりに：私たちは何を受け継ぎ発展させるのか 

研究を本格的にはじめてから約 10年に過ぎないが、そ
のあいだ、未曾有の 2つの災害（インド洋津波、東日本
大震災）からの住まい復興の研究に関わる機会を得た。

建築計画学とは“日常性”（ordinariness）を企てるという
ことである９）。災害という“非日常性”（Extraordinariness）
に図らずも触れることで、私たちが求める日常性の回復

がどういうものなのか、少し理解できたような気がする。

「再定住」という課題や上述した転換の論点は、被災地

での経験がなければ着想に至らなかったが、必ずしも非

常時に限った話ではない。偉大な恩師・先人たちの研究

を乗り越えるのは容易ではない。しかし、今後も経験を

積み重ねる中で、何を受け継ぎ発展されるのか、という

議論は絶えず続ける必要があるし、今の時代を生きる自

分たちにしかできない研究は必ずあると信じている。 

注釈 

注 1）博士論文の主な研究対象地であるスリランカ南部沿岸において、

漁民は低所得かつ低位カーストに属している。被災者（特に幼い子ど

もを持つ母親）には、子供の安全や将来を案じ海辺の暮らしから早く

抜け出したいと考えていた者も多い。彼女らにとって内陸への再定住

は被災前から望んでいた選択であったという側面がある。 

注 2）マイクロクレジットとは途上国を中心に世界各地に普及している

低所得者向けの貯蓄・融資の仕組みであり、無担保での融資、小額で

も可能な貸付、信頼関係を活用した返済の仕組み等を特徴とする。ス

リランカにおいても津波被災前後の時期から普及しはじめ、津波被災

地でも被災者支援の手段として国内外のNGOが導入していた。 

注 3）その後、博士論文１）の成果をもとに、インド洋津波後の再定住地

の追跡調査や東日本大震災関連の活動・研究の成果を加えてまとめた

書籍２）「津波被災と再定住」を刊行する機会に恵まれた。 

注 4）都市住宅学会東日本大震災復興住政策特別研究委員会（幹事／2012

〜16年、京都大学・髙田光雄、東北大学・島田明夫、東北工業大学・

新井信幸、前田昌弘）、日本建築学会建築雑誌編集委員会（委員／2016

〜17年）・連載「震災復興の転換点」、同・2017年 3月特集「現代復興

の地理学」（担当：東京大学（当時）・中島伸、前田昌弘）、日本建築学

会「災害からの住まい復興の共有知構築［若手奨励］特別研究委員会」

（幹事／2018年〜、東北大学・佃悠、東京大学・井本佐保里、東京都

市大学・中島伸、明治大学・石榑督和、前田昌弘ほか）など。 

参考文献 

1）前田昌弘：津波被災者の再定住地への移住と生活再建における社会関

係の再編に関する研究, 京都大学博士論文, 2012 

2）前田昌弘：津波被災と再定住 —コミュニティのレジリエンスを支える, 

京都大学学術出版会, 2016 

3）Ｄ.Ｐ.アルドリッチ著, 石田祐, 藤澤由和 訳：災害復興におけるソー

シャル・キャピタルの役割とは何か —地域再建とレジリエンスの構築,

ミネルヴァ書房, 2015 

4）レベッカ・ソルニット著, 高月園子 訳：災害ユートピア  —なぜその

とき特別な共同体が立ち上がるのか, 亜紀書房, 2010 

5）ナオミ・クライン著,幾島幸子,村上由見子 訳：ショック・ドクトリン 

—惨事便乗型資本主義の正体を暴く,岩波書店, 2011 

6）高田光雄：都市住宅供給システムの再編に関する計画論的研究, 京都

大学博士論文, 1991年 

7）住田昌二：マルチハウジング論 -住宅政策の転回, ミネルヴァ書房, 

2003年 

8）ジム・ケメニー著, 祐成保志 訳：ハウジングと福祉国家 -居住空間の

社会的構築, 新曜社, 2014年 

9) N.J. Habraken : The Structure of the Ordinary -Form and Control in the Built 

Environment, The MIT Press,2000 

2018年度日本建築学会大会（東北） 建築計画部門研究懇談会
「建築・都市・農村計画研究のカッティングエッジ」



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




